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らスリーポイントシュート 10 本×2 セットを試技として























2.72±0.08m であったのに対し、成功時は 2.70±0.05m 
であった。ゴール成功時は失敗時よりも、ゴールに近くで
最高点に到達する傾向が観察された（図 1、p=0.06）。 
 
 
 
図 1 ボールが最高点に到達した際のリング中心からの水
平距離の確率密度。分布は正規分布でモデル化した。 
 
【考察】今回の技術介入によって、シューターの構えやシ
ュートフォームなどの動作に影響があったことを観察し
ている。しかし、介入はボール軌跡やゴール成否に差が出
るほどの影響を及ぼさなかった。日頃から十分なトレーニ
ングを行っている大学女子バスケットボール選手のパフ
ォーマンスが安定していたためと考えられ、介入のパフォ
ーマンスへの影響が十分に大きくなかったと思われる。今
後、時間をかけた介入や技術トレーニングなど、パフォー
マンスに十分な影響を及ぼす条件下でのアプローチが望
まれる。 
一方で、ボール軌跡に関連した変数がゴール成否を反映
する傾向があることを観察した。まだ継続的な調査が必要
ではあるものの、ボール軌跡情報によってパフォーマンス
評価を実現する可能性が示めされた。ボールがゴールリン
グやボードと接触する場合、ボールの回転数が接触後のボ
ール挙動に影響することが知られている（Okubo 2010）。
今後、ボール軌跡情報に加え、回転数を考慮することでパ
フォーマンス指標としての妥当性を高めていく必要があ
るものと考えられる。 
 
【結論】スリーポイントシュートのボール軌跡は、技術介
入の影響を受けなかったが、ゴール成否を反映する傾向の
ある変数を観察した。ボール軌跡がパフォーマンスを評価
する指標として活用できる可能性が示唆された。 
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